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言語理論と英語教育(12)
一一一ストラテジーとしてのノfラフレーズ一一一
田中彰一
Linguistic Theory and English Teαching (12) 
一一Paraphrasingαsa strategy一一
Shoichi TANAKA 
Abstract: Paraphrasing is a skil which w巴useto facilitate and mov巴communication.The idea of paraphrasing 
as a strategy has been advanced in the second language acquisition research. This idea can provide intermediate 
level students with an e伍cientway of developing their own interlanguage for English. It also gives them a more 
flexible attitude to communicate in Enlish since they can compensate their lack of knowledge about English 
when nesses訂y.This st姐 dsagainst the idea that language and meaning always have a one to one correspon-
dence， which seemingly underlies the English education oriented to entrance exams. 
Key words: paraphrase， strategy， interlanguage， SLA 
1.英語能力
書諾の基本スキルはー殻に田技能(リスニン
グ、 1)ーデイング、スピーキング、ライテイング)
と言われているが、実際のコミュニケーションに
おいてそれらの技能が別慨に用いられていること
はめったにないと考えてよい。なぜならば、四技
能を支える言語の仕組みは同ーのものであり、さ
らに言語使用に際して、それらの四技能すべてに
はたらく文法、発昔、語棄などの補助的な雷語能
力が共通しであるからである。したがって田技能
は相互に関連しており、英語学習においても技能
は独立に発達するのではなく相関的に伸びていく
と考えられる。
文化教脊学部教科教育講座
第二言語習得 (SLA)研究で仮定されているよ
うに、外出語のための中間言語 (interlanguage)
という能力を学習者が発達させていくという立場
に立つと、図 lのように、学習者は基本的に入力
inputと出力 outputをおこなう学習活動を通して
英語を運用するための知識を身につけていく。
この考え方が正しいとすると、学習者は個別に
技能学習するのではなく、学習の結果が英語運用
のための知識として蓄積されるように、英語の入
力と出力における学饗活動に参加しなければなら
ない。
L2 knowledge 
顕 1
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本稿は、入門期の学習が終わった段階後の中級
レベルの学習者1が、英語のための中間言語を発
達させるためのストラテジーとしてどんなことを
想定するべきかを考察する。特に、ストラテジー
としてのパラフレーズが果たす役割は従来考えら
れている以上に重要であることを指摘する。
2.学習者のストラテジー
一殻にストラテジーは学習ストラテジー
(Learning S佐ategy:LS) とコミュニケーションス
トラテジー (CommunicationStrategy: CS)に大別
される。 LSは学習者が英語を理解したり、記壊
したりする傑に用いる特定の方法や行動であると
考えてよい。それに対して、 CSは、コミュニケ
ションに支障が生じた際にそれを修復する方法で
ある o Tarone (1981 : 290)が指摘しているよう
に、 LSとCSの違いは学習者の意図に基づいて
いる。つまり、学習者が特定の方法を英語学習の
ために用いていると判断されればLSと定義さ
れ、コミュニケーションのために用いていると判
断されればCSとなる。 2
2. 1.学留ストラテジー
2. 1. 1. Q'Malley et al. (1985)の分析
外国語を学習する際には、個人差があるにして
も、外国語を効果的に習得しようとする上での学
習者に共通したなんらかの計画や工夫があると考
えられており、それらが学習ストラテジー (LS)
と呼ばれている o 3LSには Oxford(1990)の詳細
な分析があるが、ここでは O'Malleyet al. (1985) 
の分類と調査を紹介したい。それによると、 LS
は大きく 2つに分類される。
(1) A. メタ言忠実日 (metacognitive)ストラテジー
B.認知 (cognitive)ストラテジー
メタ認知ストラテジーとは、学習者が自身の外国
語習得をメタ的にとらえておこなう工夫であり、
9のストラテジ_4が提案されている。それらは、
注自 (attention)、準備(preparation)、自己管理(self-
management)などのプランニング、英語の正し
さをチェックするそニタリング、英語学習を
チェックする評価(evaluation) に分けられてい
る。これに対し、実際の英語学留自体とかかわる
活動が認知ストラテジーである。 O'Malleyet al. 
(1985)の研究によれば、初級と中級のレベルの
英語学習者に関して、メタ認知ストラテジーより
認知ストラテジーの使用の方が多いという結果5
になった。その例の数によるまとめは次である。
(2) ストラテジー初級 中級
メタ認知
認知
合計
???
??
?
??
?
????
80 
149 
229 
この結果から言えることは、認知ストラテジーの
使用例は、初級クラス中級クラスに共通して、メ
タ認知ストラテジーのそれの約21きになっている
ことである。実i祭、対比は69.9%対30%になって
いる。
(lB)の認知的ストラテジーを具4本的に見てみ
よう。このタイプのストラテジーは実際に英語の
発音、語輩、文法の知識を記憶し習得するための
工夫である。 17のストラテジーがあげられてい
る。 0'剖alleyet al. (1985 : 39)の調査によると、
これらの認知的ストラテジーは伺じ頻度で用いら
れるのではなく、差があり、次の)1耳序で後になる
ほど多くf吏用されるという結果となった。
(3) a.動作反応(動作で関連づける)
b.キーワード(語を手がかりで記憶する)
C. 演鐸法(規則を当てはめる)
d.再配列(組み合わせをし査す)
e.グルーピング(諾)lji変更、再分析)
f .音表示(音の保持)
g. 同化(既存の知識との関係づけ)
h. コンテクスト化(コンテクストの意識)
1. 回復(英語で指されている物の利用)
] .推論(推輔のための情報を使う)
k.転移(第l言語の知識を利用)
1.翻訳(第l イ吏って学習する)
m.イメージ(国などによる視覚化)
n.費問(繰り返し、説明などの依頼)
O. (要点、まとめなどをメモする)
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p.協力(学習する仲間と をする)
q.繰り返し(記様のために反援)
上で見たように、これらの認知ストラテジーの使
用剖がメタ認知ストラテジーの使用例より多いと
いうことは、これらのストラテジーがより実際的
に学習者の英語習得に貢献しているとすることが
できょう。さらにここで注告すべきは、 (3k)I転
移J(7.8%) と (31)I翻訳J(8.5%)は広い
味でどちらもパラフレーズ f言い換えJによる方
法であり、合計すると16.3%となり、もっとも多
いとされた (3q)I繰り返しJ(14.8%) より大き
い割合を占めることになる。したがって、パラフ
レーズが関わる LSの頻度は決して低いものでは
ないと言うことができる。
2.1.2. Ellis (1985)の提案
訟lis(1985) によれば、英語発話能力の発達は
次の2段階より成る。
(4) Formulaic Sp巴ech→CreativeSpeech 
つまり英語の表現能力は「きまり文句的発話j
から「創造的発話Jへと発達する o Ellisによれ
ば、初級のきまり文句的発話は右脳による処理の
可能性が高く、言語の創造的機能をもっ左脳によ
るのではないと考えられる。そのレベルでの学習
ストラテジーは主にパターン記憶、 (patternmemo-
rization)による。そのため、きまり文句的発話
レベルでは、 1don't know.やWhat'sthis?などの表
現や空きスロット (openslot)が臨時に埋まるだ
けの Can1 have a 守や Thereis no 
の表現が頻出する。 文法的に問題のない発
話が繰り返されるため、流暢に話しているように
きこえるが、創造的な発話には至っていないとさ
れる。このきまり文句的レベルは、たとえば、以
下のような「英会話入門J的なスキットに見られ
ると分析できる。
Mary: Hi， Yuko， how was your weekend? 
Yuko: Friday night 1 went to karaok巴withmy friends. 
And Saturday my husband and 1 went shopping. 1 was 
lucky because we found a Coach store， and there my 
husband found a very nice jacket on sale. And he 
bought it for me. 
Mary: That's so sweet. 
Yuko: What did you do， Mary守
一見するとこの会話は創作的になっているように
見えるカ"How was/is _一一ー ワや 1went to 
一.などの空きスロットが埋められて出てきた定
型表現に基づいていると見ることができる。した
がって、このレベルは英会話の初級レベルや英語
の日常的な'1貫用表現のレベルであり、それらの表
現を記憶するための繰り返し練習が効果的な初期
の学習段階とみなすことができる。
これに対して、創造的発話では学習者が中
諾の規鼎による f創造的なJ表現段階に達してい
ると考えられており、その段措の学習ストラテ
ジーは次の過程にまとめられる。 (ElIis(1985: 
175)) 
(5) a.仮説形成段階:
簡素化
推論
( i )一般化
( i)転移
( i )言語内推論
( i)言語外推論
b.仮説検証段階:
受容的検証
生産的検証
メタ言語的検証
棺互的検証
C. 自動化段摺:
形式的漬習
機能的演習
この過程が正しいとすると、学費者は自分の中間
言語の規則を仮説として形成 (5a)し、検証 (5b)
し、自動化 (5c) していくということになる。詳
細は El1isに譲って、ここでは、 (5a)イ反説形成の
段階でパラフレーズの要素があるということを指
摘したい。簡素化 (simplication) とは規期化して
いく過程で簡単にする傾向があるということであ
るが、その段階で転移 (5ai )は第 l雷語を利用
して第2雷語についての仮説をつくる際の基礎に
10 問中彰一
なる。前節で見たように、この転移 (transfer)
の認知ストラテジーにはパラフレーズ(言い換
え)という操作がはたらく。さらに、 (5ai )の
一般化(overgeneralization)は君主存の英語の知識
を新しい入力形式の学習に拡大適用するというス
トラテジーであり、 Ellis(1985: 171)によれば、
すでに留得している英語の知識を使ってさらに中
間言語の内容を豊かにするということを意味す
る。したがって、その学習段措は当然英語による
パラフレーズを含むことになる。
以上のことから、 Ellisの提案が正しいとする
と、学習者が中間言語の規郎による「餅造的なj
表現段階に英語を発達させる捺、初期の段措つま
り仮説形成段階においてパラフレーズのストラテ
ジーは重要な役割を担っていると言うことができ
る。これまでこの視点に十分な艶騒がなされてい
ないと思われる。
2.2胴コミュニケーションストラテジー (CS)
この節の最初で述べたように、 CSはコミュニ
ケーションに支障が生じたときに補完するコミュ
ニケーション能力の一部と考えられるのが一般的
である。 Canaleand Swain (1980)が示したよう
に、コミュニケーション能力の構成は以下のよう
な四つの能力だと震われている。
(6) a.言語能力 (linguisticcompetence) 6 
b.社会書語学的能力 (sociolinguisticcompe-
t巴nc巴)
C. 談話能力 (discoursecompetence) 
d.方略的能力 (strategiccompetence) 
発音、諾索、文法という言語能力(6a)に基づい
て英語表現の理解と生成がおこなわれるが、外国
語の場合は母語ほどの自然な表現にはならない場
合がある。そのため言語能力が不足しでもコミュ
ニケーションを維持・修f夏するためのストラテ
ジーの能力(6d)が必要になる。
具体的に見るために、よく知られている Tarone
(1981 : 286)の分析を見ることにしよう。
(7) a. パラフレーズ (paraphrase)
近似表現 (approximation)
造語(word -coinage) 
逮関し的説明(circumlocution) 
b.借用 (boπowing7)
逐語的翻訳 (literal凶 nslation)
き換え (foreignizing)
C. 質問 (question)
d. まね(出me)
e. 囲避 (avoidanc巴)
トピック毘避 (topicavoidanc巴)
途中回避 (messageabandanm関心
これらのストラテジーはコミュニケーション上の
強度から「取り消し型jと「達成型Jに分けるこ
とができる08取り消し型は (7e)の回避であり、
いわばコミュニケーションを仕切り産すためにト
ピックや作りかけの文を放棄してしまう方法であ
る。地のストラテジーはすべて達成型である。話
し手がコミュニケーションを修援するためになん
とかメッセージを伝達しようとする態度を持った
まま、試みる方法になる。
(7a)のパラフレーズは言い換えを用いるやり
方であり、 Taroneの例訴では、 waterpipeの代わ
りに pipeで代用したり、 horseの代わりに animal
とする近似表現タイプ、 balloonを思いつかずに
airballのような新造語を創り出すタイプ、 tobacco
を忘れて“Sheis， uh， smoking something. 1 don't 
know what's its name.…"のように遠回し・説明的
にいうタイプの3種類のパラフレ…ズがある。 (7
b)の借用は英語から表現を借りて翻訳的に説明
するタイプと、翻訳せずに第 l言語をそのまま英
語表現の一部で置き換えて使ってしまうタイプの
2つがある。
Taroneの示す前者の例は、 Theytoast one anoth巴r.
の代わりに Heinvites him to drink.を使う例が示さ
れている。後者の例としては、英語の表現の一部
を日本語ですませてしまうような場合を考えるこ
とができょう。たとえば、 staplerを思い出せず、
Do you have a hotchkiss?と言ったり、 sp館 owと
わずに That'sa suzume.で、済ます場合がこれにあた
言語理論と英語教育(12トストラテジーとしてのパラフレーズー 11 
る。
(7c)は相手に質問し答を求めることでコミュ
ニケーションを続けるようにする方法で、Whatis 
this?やWhatdo you cal this?などネイティブス
ピーカーの知識に訴えかけるやり方である。(7d)
は身振り手振りでなんとかメッゼージを伝えよう
とする方法である。
ここでI主目したいのは、 (7a)(7b) (7d)のス
トラテジーが、広い意味で、のパラフレーズ、すな
わちなんらかの「言い換えjの手段を用いている
ことである。つまり、より的確な英語の表現が加
にあることを知っており、それを忘れてしまった
り、うろ覚えでその場で使えないために、
換えるjことでコミュニケ…ションを補完しよう
とする態度であると言うことができる。 (7a)は
文字通りパラフレーズの技術であり、雷い換えで
あることは問題ない。近似表現、新造語、遠回し
表現は、求める表現の置換になっている。 (7b)
の借用は、英語の間意諾を使ったり、第 l
借用するという置換と蓄える。 (7d)は、身振り
手振りによる言い換えと言える。
しかも Bialystok(1990: 77)の報告によれば、
使われるコミュニケーションストラテジーの配分
は遠回し説明がもっとも多く、 80%になってい
る。(その調査では18人の外国語学習者にコミュ
ニケーションギャップがある状況で発せられた
324発話を分析した結果が報告されている。) 2番
目に使われるストラテジーが近似表現であり
12%。どちらも (7a)のパラフレーズに分類され
ている。つまり、パラフレーズ型のストラテジー
は使われるストラテジーの中で実に9割以上の頻
度となり、実際のコミュニケーションにおいて「言
い換えJが頻繁に用いられていることがわかる。
したがって、コミュニケーションにおいて、ノfラ
フレーズの技術は重要性が非常に高いと震うこと
ができょう。
3.ストラテジーの教授可能性
日本の英語教育では大学受験のための対・策も
あって、 (6a)の言語能力の習得、すなわち的確
な表現を記錯し用いることができること、往々に
してそれらを知識として知っていることが求めら
れてきた。しかしながら、実際の英語コミュニケー
ションでは、的確な表現が思いつかなかったり忘
れてしまっていることがしばしばあるのが現実で
はないであろうか。これは第 l言語についても起
こることであるから、ヨ三極当然の事態であるとま
ず認識したい。
そのため、初級の段階を終了したレベルあたり
から、英語でのコミュニケーションで支簡が生じ
た場合にそれを補完するストラテジーを身につけ
ておくべきだという議論が成立する。問時に、ど
ういうストラテジーがあるのかという定義と分類
の問題がある。しばしば指摘されるように、第2
節で見た LSとCSは別個のものではなく伺じ性
質を有しており、 CSが自分の英語学習を効果的
に進めていく LSにもなりうると考えられてい
る。 9
(7)で見た Taroneの分析は、草分け的な研究と
して引用されることが多いが、 CSには按数の提
案があり、合意された定義があるわけではない。
さらに、英語教育上、より重要な問題提起は、そ
うしたストラテジーはそもそも教授可能で、あるの
かの議論である。
この節では，まずDonyei(1995)の議論にし
たがって、ストラテジーを教えることがどのよう
に考えられているのかを確認しておく。
まず、ストラテジーは第 I言語で発達するので
第2言語で用いるのは容易であり、教授は不要で、
あるという立場がある。英語を知れば知るほど、
学習者はより柔軟に必要事項を満たすことができ
るようになる。つまり CSは実際のコミュニケー
ションで習得されるのであって、教室での演習で
は身につかないという立場である。これと並行し
て、多くの研究者がストラテジーの訓練は可能で
あり望ましいことだと考えている。
ではなぜこのような相反する立場があり矛盾が
生じているのであろうか。 Donyei(1995: 61)に
よれば、その要因は以下の3点である。
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(8) a.ほとんどの議論が間接的な証拠に基づい
ている。
b.ストラテジーには教授可能性に差があ
る。
C. 教授される内容にさまざまな解釈が可能
である。
(8a)は、体系的なストラテジー訓練の調査が教
授可能性に関してほとんどなされていないという
背景があるという指摘である。 (8b) は、そもそ
も偲々のストラテジーの教授可能性に差があると
考えられるのに、これまでの研究では多くても 2
つほどのストラテジーに基づいており、それを CS
全体に一般化して考える領向があるということを
指摘している。さらに、 (8c)では、 CSを教える
ことの内容がさまざまに解釈されており、何を
もって教授可能で、あると言えるのかにいろいろな
解釈が出てしまうという指摘がなされている。そ
の解釈の例として次のような内容がある。
(9) a.学習者の意識を高めること。
b.生徒に CSを使うようにすすめること。
C. 第2雷語における CSのモデルを示すこ
とo
d.奥文化上の違いを高めること o
e. CSを直接教えること。
f. CS 演習の機会を与えること。
このように、 CSが「教授可能であること」の
味はいろいろであり、一定の共通した内容になっ
ていないために、相反する見解が出てくるという
ことになる。
Donyeiはこれらの要閣を整理したあと、 CSを
教えることが英語学習に役に立つのかどうか実験
的なデータを得るために、 3つのストラテジーに
焦点をあて、 6週間の演習授業計画を実践した。
被験者はハンガリーの5つの高校に通う 109人の
生徒で、 8クラスのグループに分けられており、
4クラス53名に CS指導がおこなわれ、残りの4
クラスは比率交のためのコントロールグループと
なった。 3つのストラテジ _10は、話題関避、遠
回し的説明、沈黙を埋めたり擦蕗を示すストラテ
ジーである。最後のストラテジーは、いわば「時
間稼ぎjのストラテジーで¥会話にとどまること
によってコミュニケーションを保持しようとする
方略になる。残り 2つのストラテジーはすでに(7
e)と (7a)で見た内容である。言うまでもなく、
(7a)で見た遠田し表現のストラテジーは、本稿
で控目しているパラフレーズの方略のひとつであ
る。
実験内容と結果の分析の詳綿は Donyei(1995) 
に譲るしかないが、すべての生徒がプログラム前
にTOEICを含む筆記試験と口頭試験を受け、演
習後にも口頭試験を受けた。 演習の英会話は録音
され文字化された。結果に関しては、あまり決定
的な結論を得られてはいないが、 CS教育を受け
たクラスはストラテジ実用の質と量において改
善が見られた。特に遠回し的説明の震の向上と沈
黙埋め・臨時の最が増えたことは，ストラテジー
教育の効果と結論づけられている。事前事後の英
語試験の比較分析によって、やはり教育を受けた
クラスに改善が見られることから、ストラテジー
教育に効果なしとするのは間違いであり、長期の
計踏をしてみればCSを寵接教えることは英語能
力のより顕著な改善が期待できると Dりnyeiは報
している。
4剛パラフレーズの効果
Donyei (1995)がおこなった実験的プロジェク
トでのストラテジーの指導は、(i )盟避に関し
ては教師によるデモンストレーションにならって
生徒が演習するというものであり、(i )沈黙埋
め・鵠蕗のストラテジーはそのための表現 (well，
now let me see， asa matter of fact， you knowなど)
を収集分類し、ダイアローグをしながら鈍ってみ
るという演習である。(ii)遠回し的説明の指導
は、辞書の定義を比較し、効果的な表現を探すと
いうものである。生徒は英語で物を記述したり、
より抽象的な探念を英語で説明する活動を課され
る。さらに関係詞節を使った定義型の英語構造を
イ乍ったり、 ームをおこなったようである(論
文には具体例は報告されていない)。この遠闘し
言語理論と英語教育(12←ストラテジーとしてのパラフレーズー 13 
的説明は、上でみたようにパラフレーズの技術で
あり、 Donyei(1995: 66) も指摘するように、会
話修復のためのもっとも重要なストラテジーとみ
なされている。またストラテジー指導においても
直接教えることの効果が期待されるものである。
そこで、ここではパラフレーズのストラテジー
養成のために、(教室で)ある程度学曹が進んだ
中級桂度の英語学習者が、自分の英語能力をさら
に伸ばすために、ストラテジーを意識しながら英
語を学習する可能性を探ってみよう。この学習者
にとって注意すべきことは、学習材料としての英
語の素材があまりに難しい内容、たとえば使用さ
れる諾棄の半分以上が理解できないという場合で
ある。そのため、Krashenのインプット仮説11か
ら予測できるように、 i + 1の程度の「理解可能
な (compr巴hensible)J教材内容でソTラフレーズが
多用されているようなものが望ましいであろう。
しかしながら、自然 (authentic)な素材にしろ、
考案された教材にしろ、パラフレーズがホ。イント
となっている教材は少ないようである。そのた
め、本稿ではより身近なメディアによる演習的な
学習素材でパラフレーズの訓練になるような教材
に注目したい。それはリスニング教材による開き
取りでインプット型、いわば「自習型jの演習で
ある。これはストラテジーとしてのパラフレーズ
の重要性がわかっている学習者が、コミュニケー
ションを補完できるように多くのパラフレーズを
入力してストラテジーの意識を高め、 (6a)の
語能力も発達すると期待できるものである。次の
一節を見てみよう。
It's true that 1 don't like shopping. When 1 want to 
buy something， 1 do it online. 1 like buying on the Irト
temet because 1 can easily do some comparison shop-
ping and find the best price. It's easy， too. 
Last w巴ek1 wanted to buy some new head-
phones. 1 did a search and found a pair on sale at a 
store in New Jersey. 1 read the product description 
and knew that this was the right one. 1 added it to my 
shopping cart and 1 was ready to check out.すhe
screen showed that 1 had one item in my basket and 
that it was in stock. 1 had a choice of shipping and 1 
picked standard shipping for $5.95， rather than the 
expedited shipping for $12.95. 1 clicked the“con-
tinue" button and filled in my shipping addr巴sand my 
billing address. Then， ittook m巴 tothe payment 
screen and 1 typed in my credit card number and expi輔
ration date. 1 clicked the“Purchase" button and 1 was 
done. 1 got a confirmation page with a tracking 
number. 1 checked the next day and it showed that 
my item had already been shipped. 
Buying on the Internet is perfect for someone like 
me. Now， ifonly finding a girlfriend was just that 
easy.. 
これはインターネット上でPodcasting(iPodと
broadcastingからの造語)という技術による英語
学習番組からとった l間分の配信に使われている
テキストである。この番組は ESLPodcastingl2で、
ESL (English as a second language)の専門家であ
るLucyTse博士と JeffMcQuillan博士を中心とす
るボランテイアチームによって運営され、アメリ
カのロスアンジェルスから翫信されている。 l回
分が三部構成になっており、最初ゆっくりと 3分
ほどのスクリプトが流された後、パラフレーズに
よる説明、そして通常の速さのスピードのスクリ
プトを聴くという構成になっている。
この英語学習番組のユニークな点は、 10分以上
の第2部が英語によるパラフレーズの説明になっ
ている点である。引用したテクストの太字体の部
分の表現を中心に、 McQuillan博士のパラフレー
ズを駆使した説明がなされる。たとえば、最初の
太字体の onlineについては buysomething online 
という匂が抜き出され、doingit on the internet， buy-
mgov巴Tintern巴tの言い換えが(口頭で)なされる。
次の comparisonshoppingに関しては、 whenyou 
can compare or look at two different stores， or three 
different stor巴s，or ten different stores， and see which 
store has the cheapest price， that's comparison shop同
ping， looking at different stores and getting their prices 
というふうに遠留し表現のパラフレーズ併となっ
ている。
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さらに、 headphonesはthosethings you pむton 
your ears， tocover your ears， tolisten to music or a 
podcast， or whatever you want to， the eh， we usually 
say the headphones that sometimes we sayという説
明や orthe types of巴arphon巴sthat go on to youζjust 
on to your ears which don't cover your whole ears are， 
we say， ear buds. iPod has white ear buds but head-
phones， th巴oldtype of headphones is the one to cover 
or hold your whole ears， and we usually say， this is a 
pair of headphonesというふうに、関連する対比的
清報も付加される。次の pairはtwo，New Jersey 
はastate on the east coast of the United States right 
next to N巴wYorkと近似表現や遠回し表現で言い
換えられていく。
さらに、 productdescriptionはsomesort of sen-
tence or paragraph that tels you or gives you more in-
formation about the productとなっており、日本語
で「製品解説書jや「取扱説明書jとなるべきも
のを英語のネイテイブがこういう表現で言い換え
るということも学習できる。その匂の中の prod・
uctもjustthe thing you ar巴buying，whatever you are 
buyingと、この文脈に沿った遠回し表現でパラフ
レーズされる。
次の shoppingcartはネットショッピングでは
メタファーとして使われている内容を次のように
遠四し表現でパラフレーズする。
It is normally in a store， like a grocery store， a su-
pe口narket，it's what you push that you put al of your 
food into this big， eh， it's like a big basket that has 
wheels on it， you can push it， but in an intemet store， 
the shopping cart is where you put things you want to 
buy， and you can put things into your shopping cart. If 
you change your mind you can take out of them， it's 
like a place wh巴reeh the intemet store holds the things 
you紅einter巴stedin buying. 
このように cartが物ではなく、サイト上では場
所として扱われているという説明になっている。
こうした工夫は他にも多く試みられており、現
実生活に合った具体的パラフレーズが多く、単に
辞書の定義のような学術的な解説にならないよう
考案されているようである。(ヲ!用した一節には
他にも太文字の部分があるが、それらの説明表現
は紙幅の関係で割愛する。)
以上概観した学習内容は、上で述べたように、
Podcastingの番組であるが、中身は MP3のオー
ディオファイルであり、インターネット上で配信
される。それを受ける方のソフトはi百mes13で、あ
り、 MP3の管理と iPodという携帯型のデジタル
オーデイオプレーヤーとの接続・データ書き換え
もすることができる。
iPodは音楽用としてだけではなく、語学学官
の教材提示としても注目を集めている。勺Tunes
にはさらにネットショッピングの機能もあり、
2005年夏から iTunesMusic Store (iTMS) と接続
することができ、その環境でPodcastingの技術を
使えるようになった。こうした iTunesによる
連のデータ配信システムはアメリカの Apple社の
開発であり、その先駆性を世界的に評価され多く
の賞を受けている。
ESL Podは、そうした技術を背景にして英語教
育のための良質な教材と知識を提供しようという
外国語学習の Podcastingのーっと言える。 2006年
6月28日現在でスクリプトの番号は176になって
おり、「長期番組jでスクリプトが頻繁に更新さ
れている。世界中に7000人以上の購読者がいるよ
うである。
では実際にこのようなパラフレーズを多用した
教材による自習の利点または効果はどんなことで
あろうか。またその根拠としてどんなことが考え
られるであろうか。
第2書語学習には個人差もあり、さまざまな要
因が関係するが、第2節で見た学習ストラテジー
とコミュニケーションストラテジーを意i裁しなが
ら、 (6a)の言語能力を高めていくということは
効果的な学習方法であると雷うことができる。第
2言語学習は、第l雷語の知識が背景にある中で
学習が進行するため、初期の段階で英語表現とそ
の意味が1対 lに対町、するという田定された観念
から発生する翻訳的な捉え方がどうしでもあるよ
うである。
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その次の段階では、第2 も第 l と悶じ
ように表現と意味が固定されたものでなく、「言
い換えがきくJ関係であるという意識が必要にな
る。つまり，英語を使う際にいつも的確な表現が
寵えるとは段らないことを知っておく必要がある
ということである。これは、英語が第2言語(外
国語)であるということから、当然のことである
と言える。したがって、的確な表現を補鎮できる
という言語認識がなければ、学習者は英語の運用
に自信を失ってしまい、学習意欲も減少してしま
いかねない。それを回避するためには、パラフレー
ズを中心とするストラテジーの習得が不可欠なの
である。 15
そのようなストラテジー習得のための演習とし
て、日頃からパラフレーズが多用されている教材
による自主的な学習は、教室における学習を補充
するばかりでなく、学習ストラテジ…習得の側面
からも意味があることと震えるであろう。 (5)でみ
たように、学習者が自ら中間言語の仮説を検証し
ながら英語のコミュニケーション能力を高めてい
くという視点から見れば、このような学習は独立
した学習者 (independentlearner)の営みと見るこ
とができるのである。
5舗実際のコミュニケーションのために
ではなぜひとつの表現ではダメなのか? (6a) 
の言語能力を高めるためには、言い換えるより的
確な言語表現を完全に使えるようにすることの方
が重要であるという反論があるかもしれない。し
かしながら、実際の吉諾コミュニケーションで
は、むしろそのような学習態度の方が問題だと
える。一部の試験を指向した英語教育での完全主
義や誤りを撞端に嫌う傾向から離れる必要があ
る。
これまでの議論から結論は明白であるが，まず
表現と意味が1対 lに対応するという考え方では
融通が利かず、柔軟な相互理解に導くコミュニ
ケーションは難しいといわざるをえない。情報を
受けるという入力においても、表現の出力におい
ても問題が生じることが予想される。
たとえば、挨拶レベルの表現においでさえ、How
are you?とWhatare you doing?さらには What'sup? 
などが会話上の開じ機能をもっパラフレーズの関
誌にあることを知っていることは英語の会話では
必須のことである。さらに、自然 (authentic)な
英語ではよく確認のためのパラフレーズがおこな
われる。たとえば、お金を数える際、銀行などで
$1000はonethousand dollarsだけでなく、確かめ
るために tenhundred dollarsという表現を使うこ
とがある。 00を“double0" と言われたら、“zero
Z巴ro"で繰り返すことも考えられる。間違わない
ための工夫をしているのである。レストランで
shepherd's pieを注文しでも、 waitorがcottagepie 
とかmeatand mashed potato pieという表現で確認
をとることがある。これも説明的なパラフレーズ
表現を用いることで、注文された料理に勘違いが
ないかどうかの確認をとり相互理解を囲っている
のである。もっと雷えば、多少不自然な表現になっ
ても、トラブルを避けたり、意思蝶通をするため
に、パラフレーズ表現が用いられるということに
なる。
パラフレーズの技術は、ポライトネスにとって
も重要である。 Sheis pregnant.という藍接的な表
現でなく、 Sheis expecting.という腕曲的なパラフ
レーズ表現があるのは、相手の気分を害さないた
めに必ず必要なことである。英語に隈らず、
である必要があるときは丁寧表現、くだけていい
ような場ではうちとけた表現を使うのはことばに
よるコミュニケーションの原則16と言えるであろ
つ。
さらに、英語のライテイング、とくに論文構成
などのアカデミックなライテイングでは、パラフ
レーズの技術が要約 (summarizing)や引用 (quot-
ing)の技術と共に必要となる。これは相手の考
えを自分のものとして提示するという翻窃の問題
を避けるために、必ず必要になる書き手の技術に
なる。また同時にパラフレーズすることで、書き
手がどう理解しているかを示すことにもなり、ラ
イテイングの基本技能と雷うことができる。
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このようにストラテジーとしてのパラフレーズ
は、実際のコミュニケーション活動において重要
な役割を果たしていると言うことができる。中級
の学習段階ではいつも的確な表現ができるとは限
らないことを認識し、近似表現や説明的なパラフ
レーズでコミュニケーションをネ南{設しなければな
らない場合があり、また英語学習もそれを意識し
たものにする必要がある。このような言語学習の
態度は、ことばの本質的特徴として、表現と意味
がI対 1になっていなければいけないという発想
ではなく、他のもので言い換えられるという柔軟
な態度でコミュニケ…ションができるという余裕
のある発想に基づいている。
註
lこのレベルは臼本の高校生から大学生の英語能力を想
定できる。
2Taroneが述べているように、実際には区別できない場
合がある。定義上はIR~せされるとしておく。
3Johnson and Johnson (1998: 195) によれば、 LSの定義
はtechni弓uesused by second language le訂τ1巴rsfor remember.悶
ing and organizing samples of L2となっている。
4詳細は O'Malleyet al. (1985 : 38) を参照。
5調査は70名のスペイン諾話者逮の ESLクラスでおこな
われた。調査方法は、頭援と授業観祭による。
6(6a)の言語能力は grammatical competenceとされるの
が一般的であるが、文法のカのみを指すわけではないの
で、ここでは linguisticcompetenceを用いている。
7後の研究ではこの内容に transfer(転移)を当てること
が多いようである。
80凸nyei(1995: 59)は(7)以外に「時前稼ぎJ型のスト
ラテジーも CSとしてカウントすべきであると議論してい
る。第3節の議論を参照。
9おそらく認知的に同じプロセスがはたらいでいると考
えられるが、その解明は今後の課題である。
l可7)を参照。。凸nyeiは、 Taroneの(7)より多くのストラテ
ジーを設定している。詳しくは D凸nyei(1995: 58) を参
日召。
11詳細はKrashenの一連の研究を参照のこと。たとえば、
Krashen (1987: 20-30)に仮説の詳紛が述べられている。
12サイトむRLは以下である。
http://www.eslpod.comlwebsite/index.php 
13Windows絞と Macintosh版がある。
14古川I(2006) を参照。
152.2.節で見たように，もっとも使われるストラテジー
がパラフレーズの中でも f遠回し的説明Jであったことを
怒起されたい。 (7)の君主参照。
16たとえば、そのような表現条としてホーリー・赤川
(1996)が参考になる。
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